
JP 4154192 B2 2008.9.24

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　引違い戸の召し合わせ部に採用される錠であって、内側引違い戸又は外側引き違い戸の
一方に取り付けられる第１の錠と、他方に取り付けられる第２の錠とを備え、第１、２の
錠が、共にキーで操作することにより、施錠・解錠されるように構成されており、
　前記第１の錠に係合体を設けると共に、第２の錠に前記係合体と係脱自在に係合するこ
とで施錠をする被係合体を設け、キーを第１の錠又は第２の錠のキー溝に差し込んで押し
込むことにより、係合体又は被係合体の一方が、他方側に相対的に接近するように移動し
て両者が係合するように構成しており、
　前記係合体は筒状に形成されると共に、径方向内方に延出する係止フランジを備えてお
り、被係合体には、係止フランジに係脱自在に係合するロック部材が出退自在に設けられ
、係合体又は被係合体の一方が、他方側に接近するように移動することにより、係止フラ
ンジにロック部材が押圧されて退避し、ロック部材が係止フランジを通り過ぎると突出し
て係止フランジの内面に係合するように構成されていることを特徴とする引違い戸用錠。
【請求項２】
　係止フランジに解除溝が形成され、施錠状態でキーによって係合体又は被係合体を回動
してロック部材を解除溝に一致させることにより、係合体と被係合体との係合が解除可能
とされていることを特徴とする請求項１に記載の引違い戸用錠。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
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【発明の属する技術分野】
　本発明は、引違い戸の召し合わせ部に採用される錠に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
　引違い戸の施錠を行うのに、引違い戸の召し合わせ部に採用される引違い戸用錠がある
。
　この召し合わせ部に採用される引違い戸用錠は、通常、屋外側からはキーによって施錠
・解錠を行うが、屋内側からは、キーを使わずに、つまみ部材の上下移動操作によって施
錠・解錠を行うように構成されている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
　前記従来の引違い戸用錠にあっては、引違い戸に嵌め込まれたガラスが割られると、屋
外側からでも、簡単に解錠できるという問題がある。
　また、施錠する際にあっては、キーをキー溝に差し込んだ後に、キーを回動操作する必
要があり、この操作が煩わしい場合がある。
　本発明は、前記問題点に鑑みて、引違い戸に嵌め込まれたガラスが割られたとしても、
簡単には解錠できない引違い戸用錠を提供することを目的とすると共に、ワンタッチで施
錠できる引違い戸用錠を提供することも目的とする。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
　本発明が技術的課題を解決するために講じた技術的手段は、引違い戸の召し合わせ部に
採用される錠であって、内側引違い戸又は外側引き違い戸の一方に取り付けられる第１の
錠と、他方に取り付けられる第２の錠とを備え、第１、２の錠が、共にキーで操作するこ
とにより、施錠・解錠されるように構成されており、
　前記第１の錠に係合体を設けると共に、第２の錠に前記係合体と係脱自在に係合するこ
とで施錠をする被係合体を設け、キーを第１の錠又は第２の錠のキー溝に差し込んで押し
込むことにより、係合体又は被係合体の一方が、他方側に相対的に接近するように移動し
て両者が係合するように構成しており、
　前記係合体は筒状に形成されると共に、径方向内方に延出する係止フランジを備えてお
り、被係合体には、係止フランジに係脱自在に係合するロック部材が出退自在に設けられ
、係合体又は被係合体の一方が、他方側に接近するように移動することにより、係止フラ
ンジにロック部材が押圧されて退避し、ロック部材が係止フランジを通り過ぎると突出し
て係止フランジの内面に係合するように構成
されていることを特徴とする。
【０００５】
　また、係止フランジに解除溝が形成され、施錠状態でキーによって係合体又は被係合体
を回動してロック部材を解除溝に一致させることにより、係合体と被係合体との係合が解
除可能となるように構成できる。
【０００６】
【発明の実施の形態】
　以下、本発明の実施の形態を図面を参照して説明する。
　図１及び図４において、１は、引違い戸に採用される錠であって、屋内側Ｉに位置する
内側引違い戸２と、屋外側Ｏに位置する外側引違い戸３との召し合わせ部４に採用される
引違い戸用錠である。
　この引違い戸用錠１は、内側引違い戸２の召し合わせ框（出会い框）に取り付けられる
第１の錠５と、外側引違い戸３の召し合わせ框（出会い框）に取り付けられる第２の錠６
とを有する。
【０００７】
　第１の錠５は、図２に示すように、錠ホルダ７と取付板８とを有し、内側引違い戸２に
設けられた取付孔９に錠ホルダ７を屋内側Ｉから挿通させると共に、錠ホルダ７に一体形
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成された座部１０を内側引違い戸２の屋内側Ｉの表面に接当させ、取付板８を内側引違い
戸２の屋外側Ｏの表面に接当させ、取付板８に設けられたネジ筒１１に、錠ホルダ７の座
部１０を貫通するネジ１２を螺合させて締め付けることにより、第１の錠５が内側引違い
戸２に取付固定されている。
【０００８】
　また、第１の錠５には、第１のシリンダ錠機構１４が錠ホルダ７に収納状に設けられて
おり（組み込まれており）、この第１のシリンダ錠機構１４は、外筒１６と、内筒１７と
、係合体１８と、係止機構１９とを有する。
　外筒１６は、錠ホルダ７に形成された収納部１５に軸心方向（屋内外方向Ｘ）に移動可
能に保持されている。
　また、外筒１６には、径方向外方に突出する突出部２０が設けられ、この突出部２０に
は、摺動部材２２が嵌合されており、これにより外筒１６が軸心回りに回動不能とされて
いる。
【０００９】
　また、錠ホルダ７の、摺動部材２２の背面側（屋外側Ｏ）には、コイルバネ等からなる
バネ２５（付勢部材）を収容するバネ収容部２３が設けられ、錠ホルダ７の背面側には、
バネ収容部２３を塞ぐようにバネ受板２４が固定され、前記バネ２５は、バネ受板２４と
、摺動部材２２との間に圧縮状に介装されており、このバネ２５の付勢力により、外筒１
６が正面側（屋内側Ｉ）に向けて付勢されていると共に、該外筒１６は錠ホルダ７の座部
１０に接当することにより、バネ２５の付勢力による正面側への移動が規制されている。
【００１０】
　内筒１７は、キー溝２６を有すると共に、外筒１６内に正面側から挿通されていて、外
筒１６に対して軸心回りに相対回動可能とされている。
　また、内筒１７には、外筒１６の正面側に接当する段部２７が設けられていると共に、
外筒１６の背面側に接当する筒体２８が外嵌固定されており、これにより、内筒１７が外
筒１６と一体的に軸心方向に移動可能とされている。
　また、内筒１７の背面側において、当たり２９がキー溝２６に挿入されている。
【００１１】
　係合体１８は、図５に示すように、筒体によって構成されていて、内筒１７に外嵌固定
された筒体２８に外嵌固定されており、内筒１７と伴に、軸心方向に一体移動可能で、且
つ軸心回りに一体回動可能とされている。
　本実施の形態では、係合体１８、筒体２８、内筒１７、当たり２９を貫通するピン３０
によって、これらが軸心方向に一体移動可能で、且つ一体回動可能とされている。
　また、係合体１８の背面側端部には、径方向内方に延出された係止フランジ４１が形成
され、この係止フランジ４１には、図７に示すように、径方向対称位置に形成された一対
の解除溝４２が形成されている。
【００１２】
　また、係止フランジ４１の突出側端面は、屋内側Ｉに向かうに従って係合体１８の径方
向内方に移行するテーパ状のガイド面４３とされている。
　錠ホルダ７の収納部１５の背面側は開放状とされていると共に、取付板８に開口３１が
形成されており、内筒１７等を軸心方向に移動させることにより、係合体１８が取付板８
の開口３１から出退自在に突出可能とされている。
　前記係止機構１９は、図２及び図５に示すように、第１のタンブラーピン３２と、第２
のタンブラーピン３３と、ドライバーピン３４と、スプリング３５（付勢部材）と、これ
らを収納する収納孔３６とを有する。
【００１３】
　収納孔３６は、内筒１７のキー溝２６から外筒１６を経て錠ホルダ７に亘って、且つ、
内外筒１７，１６の径方向に形成されており、内筒１７に形成された第１の孔３７と、外
筒１６に形成された第２の孔３８と、錠ホルダ７に形成された第３の孔３９とから構成さ
れている。
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　解錠状態で且つ内筒１７のキー溝２６からキーを抜いた状態において、第１のタンブラ
ーピン３２は、キー溝２６に突出状とされて第１の孔３７内に収納され、第２のタンブラ
ーピン３３は、第１の孔３７内に収納され、ドライバーピン３４は第１～３の孔３６，３
７，３８に亘って収納されている。
【００１４】
　スプリング３５は、ドライバーピン３４と、第３の孔３９を閉塞する栓体４０（バネ受
け部材）との間に圧縮状に介装されていて、第１のタンブラーピン３２と第２のタンブラ
ーピン３３とドライバーピン３４とを、内外筒１７，１６の径方向内方に向けて付勢して
いる。
　したがって、キーを抜いた状態では、ドライバーピン３４が第１～３の孔３６，３７，
３８に亘って収納されているので（ドライバーピン３４が外筒１６と錠ホルダ７との境界
面及び外筒１６と内筒１７との境界面を横切ることにより）、内外筒１７，１６は、軸心
方向に移動不能であると共に、内筒１７は外筒１６に対して軸心回りに相対回動不能とさ
れている。
【００１５】
　第２の錠６は、図３に示すように、錠ホルダ４５と取付板４６とを有し、外側引違い戸
３に設けられた取付孔４７に錠ホルダ４５を屋外側Ｏから挿通させると共に、錠ホルダ４
５に一体形成された座部４８を外側引違い戸３の屋外側Ｏの表面に接当させ、取付板４６
を外側引違い戸３の屋内側Ｉの表面に接当させ、錠ホルダ４５に設けられたネジ筒４９に
、取付板４６を貫通するネジ５０を螺合させて締め付けることにより、第２の錠６が外側
引違い戸３に取付固定されている。
　また、第２の錠６には、第２のシリンダ錠機構５１が錠ホルダ４５に収納状に設けられ
ており（組み込まれており）、この第２のシリンダ錠機構５１は、外筒５２と、内筒５３
と、被係合体５４と、係止機構５５とを有する。
【００１６】
　外筒５２は、錠ホルダ４５に形成された収納部５６に軸心方向（屋内外方向Ｘ）に移動
可能に保持されている。
　また、外筒５２には、第１の錠５と同様、径方向外方に突出する突出部５７が設けられ
ていると共に、この突出部５７には、摺動部材５８が嵌合されており、これにより外筒５
２が軸心回りに回動不能とされている。
　また、錠ホルダ４５の、摺動部材５８の背面側（屋内側Ｉ）には、コイルバネ等からな
るバネ５９（付勢部材）を収容するバネ収容部６０が設けられ、錠ホルダ４５の背面側に
は、バネ収容部６０を塞ぐようにバネ受板６１が固定され、前記バネ５９は、バネ受板６
１と、摺動部材５８との間に圧縮状に介装されており、このバネ５９の付勢力により、外
筒５２が正面側（屋外側Ｏ）に向けて付勢されていると共に、該外筒５２は錠ホルダ４５
の座部４８に接当することにより、バネ５９の付勢力による正面側への移動が規制されて
いる。
【００１７】
　内筒５３は、キー溝６２を有すると共に、外筒５２内に正面側から挿通されていて、外
筒５２に対して軸心回りに相対回動可能とされている。
　また、内筒５３には、外筒５２の正面側に接当する段部６３が設けられていると共に、
外筒５２の背面側に接当する筒体６９が外嵌固定されており、これにより、内筒５３が外
筒５２と一体的に軸心方向に移動可能とされている。
　また、内筒５３の背面側において、当たり６４がキー溝６２に挿入されている。
【００１８】
　被係合体５４は、図５に示すように、内筒５３に外嵌固定されていて、内筒５３と伴に
、軸心方向に一体移動可能で、且つ軸心回りに一体回動可能とされている。
　この被係合体５４は、第１の錠５の係合体１８と係脱自在に係合するものであり、内筒
５３に外嵌固定された保持体６５と、係合体１８と係合するロック部材６６と、このロッ
ク部材６６を付勢するコイルバネ等からなるスプリング６７（付勢部材）とを有する。
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【００１９】
　保持体６５は、内筒５３に外嵌固定された筒体６９と、この筒体６９に内嵌固定された
内嵌部材７０とを有する。
　本実施の形態では、筒体６９、内筒５３、当たり６４を貫通するピン７１によって、こ
れらが軸心方向に一体移動可能で、且つ一体回動可能とされている。
　保持体６５は、バネ受板６１に形成された開孔７４から突出しており、この保持体６５
の突出部分に、図８に示すように、筒体６９の外面から内嵌部材７０に亘って、且つ径方
向に収納孔７２が形成されている。
【００２０】
　この収納孔７２には、ロック部材６６が出退自在に挿入されていると共に、スプリング
６７がロック部材６６を収納孔７２から突出させる方向に付勢するように収納されている
。
　ロック部材６６の突出側端面は、屋内側Ｉから屋外側Ｏに向かうに従って筒体６９の径
方向外方に移行する傾斜状のガイド面７３とされている。
　また、取付板４６には開口７５が形成されており、内筒５３等を軸心方向に移動させる
ことにより、被係合体５４が取付板４６の開口７５から出退自在に突出可能とされている
。
【００２１】
　前記係止機構５５は、図３及び図５に示すように、第１のタンブラーピン７６と、第２
のタンブラーピン７７と、ドライバーピン７８と、スプリング７９（付勢部材）と、これ
らを収納する収納孔８０とを有する。
　収納孔８０は、内筒５３のキー溝６２から外筒５２を経て錠ホルダ４５に亘って、且つ
、内外筒５３，５２の径方向に形成されており、内筒５３に形成された第１の孔８１と、
外筒５２に形成された第２の孔８２と、錠ホルダ４５に形成された第３の孔８３とから構
成されている。
【００２２】
　解錠状態で且つ内筒５３のキー溝６２からキーを抜いた状態において、第１のタンブラ
ーピン７６は、キー溝６２に突出状とされて第１の孔８１内に収納され、第２のタンブラ
ーピン７７は、第１の孔８１内に収納され、ドライバーピン７８は第１～３の孔８０，３
７，３８に亘って収納されている。
　スプリング７９は、ドライバーピン７８と、第３の孔８３を閉塞する栓体８４（バネ受
け部材）との間に圧縮状に介装されていて、第１のタンブラーピン７６と第２のタンブラ
ーピン７７とドライバーピン７８とを、内外筒５３，５２の径方向内方に向けて付勢して
いる。
【００２３】
　したがって、キーを抜いた状態では、ドライバーピン７８が第１～３の孔８０，３７，
３８に亘って収納されているので（ドライバーピン７８が外筒５２と錠ホルダ４５との境
界面及び外筒５２と内筒５３との境界面を横切ることにより）、内外筒５３，５２は、軸
心方向に移動不能であると共に、内筒５３は外筒５２に対して軸心回りに相対回動不能と
されている。
　前記構成の引違い戸用錠１にあっては、解錠状態において、第１の錠５又は第２の錠６
の内筒１７，５３のキー溝２６，６２にキーを差し込むと、係合体１８又は被係合体５４
の一方が突出して、他方に係合し、施錠がなされるようになっており、屋外側Ｏ及び屋内
側Ｉのいずれからでも、キーによってしか施錠・解錠することができないと共に、キーの
差し込み操作だけでワンタッチで施錠ができるように構成されている。
【００２４】
　引違い戸用錠１の施錠・解錠動作を詳しく説明すると、解錠状態において、第１の錠５
又は第２の錠６の内筒１７，５３のキー溝２６，６２にキーを差し込むと、図６に示すよ
うに、第１のタンブラーピン３２，７６がキーによって押動されてキー溝２６，６２から
退避すると、第１のタンブラーピン３２，７６と第２のタンブラーピン３３，７７との接
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当面が、外筒１６，５２と内筒１７，５３との境界面に一致すると共に、第２のタンブラ
ーピン３３，７７とドライバーピン３４，７８との接当面が、外筒１６，５２と錠ホルダ
７，４５との境界面に一致し、これによって、外筒１６，５２が軸心方向背面側に移動可
能とされると共に、内筒１７，５３が外筒１６，５２に対して軸心回りに相対回動可能と
される。
【００２５】
　キーをそのまま押し込むと、キーが当たり２９，６４に接当して外筒１６，５２が内筒
１７，５３と、係合体１８又は被係合体５４と共に背面側に移動し、係合体１８又は被係
合体５４が取付板８，４６の開口３１，７５から突出する。
　このとき、ロック部材６６のガイド面７３と、係止フランジ４１のガイド面４３とが接
当し、ロック部材６６が係止フランジ４１に押圧されて、収納孔７２に没入状に退避し、
ロック部材６６が係止フランジ４１を通り過ぎると、スプリング６７の付勢力によってロ
ック部材６６が収納孔７２から突出して、図５において仮想線で示すように、ロック部材
６６が係止フランジ４１の内面に接当することにより、引違い戸用錠１の施錠がなされる
。
【００２６】
　また、施錠状態において、キーを回して、内筒１７，５３を回動させ、ロック部材６６
を係止フランジ４１の解除溝４２に一致させると、係合体１８と被係合体５４との係合が
解除され、この状態でキーを引くと、係合体１８又は被係合体５４が取付板８，４６の開
口３１，７５から退避され、引違い戸用錠１の解錠がなされる。
　なお、施錠した後、キー溝２６，６２からキーを抜くと、外筒１６，５２に対する内筒
１７，５３の軸心回りの相対回動を規制し、キー溝２６，６２にキーを差し込んだときに
、内筒１７，５３の外筒１６，５２に対する軸心回りの相対回動を許容するように機能す
る、タンブラーピン、ドライバーピン及びスプリング等からなる図示省略の第２の係止機
構が、内筒１７，５３と外筒１６，５２とに亘って設けられている。
【００２７】
　また、前記構成において、前記係止機構１９，５５は、内外筒１７，１６，５３，５２
の軸心方向に複数設けられていてもよい。
　また、本実施の形態では、第１の錠５を内側引違い戸２に取り付け、第２の錠６を外側
引違い戸３に取り付けるようにしたが、これに限定されることはなく、第１の錠５を外側
引違い戸３に取り付け、第２の錠６を内側引違い戸２に取り付けるようにしてもよい。
【００２８】
【発明の効果】
　本発明によれば、引違い戸の召し合わせ部に採用される錠であって、内側引違い戸又は
外側引違い戸の一方に取り付けられる第１の錠と、他方に取り付けられる第２の錠とを備
え、第１、２の錠が、共にキーで操作することにより、施錠・解錠されるように構成され
ていることにより、引違い戸に嵌め込まれたガラスが割られたとしても、簡単には解錠で
きないという効果を奏する。
　また、第１の錠に係合体を設けると共に、第２の錠に前記係合体と係脱自在に係合する
ことで施錠をする被係合体を設け、キーを第１の錠又は第２の錠のキー溝に差し込んで押
し込むことにより、係合体又は被係合体の一方が、他方側に相対的に接近するように移動
して両者が係合するように構成したことにより、キーの差し込み動作によりワンタッチで
施錠することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　図４のＡ－Ａ線矢示断面図である。
【図２】　第１の錠の側面断面図である。
【図３】　第２の錠の側面断面図である。
【図４】　錠の屋外側からみた正面図である。
【図５】　錠の係合部分の拡大側面図である。
【図６】　内外筒及び係止機構の断面図である。
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【図７】　係合体の背面図である。
【図８】　被係合体のロック部材組付け部分の断面図である。
【符号の説明】
　１　　引違い戸用錠
　２　　内側引違い戸
　３　　外側引違い戸
　４　　召し合わせ部
　５　　第１の錠
　６　　第２の錠
　７　　錠ホルダ
１６　　外筒
１７　　内筒
１８　　係合体
１９　　係止機構
２６　　キー溝
３２　　第１のタンブラーピン
３３　　第２のタンブラーピン
３４　　ドライバーピン
３６　　収納孔
４１　　係止フランジ
４２　　解除溝
４５　　錠ホルダ
５４　　被係合体
５２　　外筒
５３　　内筒
５５　　係止機構
６２　　キー溝
６６　　ロック部材
７６　　第１のタンブラーピン
７７　　第２のタンブラーピン
７８　　ドライバーピン
８０　　収納孔
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